
--------------------------------------------------------------------------------

［成果情報名 牛群検定データからみた福岡県における乳用牛改良の現状]

［要約］福岡県の検定牛における乳量 （推定育種価）は向上し続けているが、乳脂肪EBV

率 は、 年生まれまでは上昇しその後低下する傾向にある。また、無脂固形分率おEBV 1995

よび乳蛋白質率の年当たり改良量は低下傾向にある。

［キーワード］乳用牛、 、年次的変化、改良方向、乳成分EBV

［担当部署］家畜部・乳牛チーム

092-925-5232［連絡先］

［対象作目］乳用牛 ［専門項目］育種 ［成果分類］調査分析
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［背景・ねらい］

乳牛の育種計画においては、産乳能力の遺伝的改良状況を把握した上で、改良目標を設

定することが重要である。

我が国では、 年から牛群検定および後代検定において 法アニマルモデルによ1992 BLUP

EBV Estimated Breeding Valuる全国統一雌雄同時評価が始まり、同時期に発表された （

：推定育種価）であれば単純に遺伝的能力を比較することが出来る。現在、 は家畜e EBV

改良センターにおいて毎年計算され、その時点での雌牛の生年別年次変化は求められてい

るが、北海道と都府県平均の公表に限られている。このため、特定の地域において経時的

な遺伝的改良状況を把握するためには、独自の調査・分析を必要とする。

そこで、福岡県（以下、本県）のホルスタイン雌牛集団における遺伝的能力の年次的変

化を求め、北海道および都府県平均と比較・検討し、乳用牛改良の現状を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．本県の乳量に関する遺伝的能力（乳量 ）は、都府県平均よりも高く、北海道とEBV

同程度で向上し続けている（図 。1）

２．乳脂肪率 は、本県、北海道および都府県平均ともに、 年以降に生まれたEBV 1995

検定牛では低下している（図 。2）

３．無脂固形分率および乳蛋白質率 は、本県、北海道および都府県平均ともに、EBV

年生まれまでの低下傾向が緩和されつつある（図 、 。1999 3 4）

４．泌乳形質の改良は乳量重視で進んでおり、都府県平均の改良量の伸びが大きい（表

。1）

［成果の活用面・留意点］

１．牛群検定参加農家における種雄牛選定の参考として利用できる。

２．福岡県家畜改良増殖計画策定の参考とする。



［具体的データ］

福岡県：家畜改良事業団より福岡県情報分析センターに提供された（ 年 月）牛群改良情報の注） 2003 6
（ 頭）を、生年（ ～ 年）により仕分け。EBV 5,478 1991 2000

北海道および都府県：乳用牛評価報告（家畜改良センター： 年 月）記載の数値2003 5
、 ） 。( 622, 5 9 0 303,587 1991 2000 EBV北海道： 頭 都府県： 頭 から ～ 年を生年とする牛の を用いた

ijk i j k k ijk泌乳形質の は次のモデルにより計算される。EBV y =HYP+BMY+ + +u pe e
：産次・分娩時月齢の効果を補正した乳量あるいは乳成分の 日記録yijk 305
：牛群･年次･産次の効果、 ：地域・分娩月・分娩年の効果、HYP BMYi j

：個体の育種価 、 ：恒久的環境効果、 ：残差。u pe ek k ijk(EBV)
遺伝ベースは 年生まれの検定牛の全国平均（立会検定 回以上の牛 。1995 5 ）

表1 泌乳形質における年当たりの改良量
福岡県 北海道 都府県

乳量（kg） 121.40 116.18 126.34
乳脂肪量（kg） 4.76 4.73 5.05
無脂固形分量（kg） 10.48 10.08 11.01
乳蛋白質量（kg） 3.78 3.65 4.02
乳脂肪率（%） 0.0016 0.0038 0.0030
無脂固形分率（%） -0.0035 -0.0025 -0.0027
乳蛋白質率（%） -0.0018 -0.0017 -0.0022
） （ ） （ ） 、注 平均値 ｙ の生年 ｘ：1991～2000年 に対する一次回帰係数を求めEBV

泌乳形質における年当たりの改良量とした。
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図1　乳量（ｋｇ）EBV の年次的変化
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図2 　乳脂肪率 （％）EBVの年次的変化
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図3　無脂固形分率 （％）EBVの年次的変化
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図4　乳蛋白質率（％）EBVの年次的変化
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